
豊かなコミュニケーション能力を
育てる英語活動 

弘前大学教育学部附属小学校  

              岩渕淑子・吉谷瑞穂 

～自己表現をする場面設定の工夫を通して～ 

他教科や行事に関連付けた 
単元構成と年間計画の作成を軸に 

      １  研究主題 



主題設定の理由  自分の思いを表現することが苦手な子
供が多い実態から，必要感をもって思わず自分の思いを伝
えたくなるような場面設定の工夫をして，豊かなコミュニケー
ション能力を育てる                 

目指す子供の姿 

「豊かなコミュニケーション能力」とは？（本研究部のとらえ） 
子供が人まねでない自分の考えをもち表現したり，いろいろ
な人と積極的にかかわりながら，協調性をもって相手を受
容したりできる能力 

研究仮説他教科や行事と関連させた単元構成を工夫し，
自己表現の場面設定を工夫することで，相手や目的に
応じた自己表現を工夫し積極的にコミュニケーションを図
ろうとする児童を育てることができ，豊かなコミュニケー
ション能力を身につけさせることができる。 

 

      ２  研究の目的 





３   研究内容と具体的な手立て 

各教科 
 

行事・ 
  領域 

他教科や行事にリンクした 

題材の開発 

 

各学年の発達段階や 

興味・関心によりそって 

自分の思いを表現せずには 

いられないような仕掛けをくむ 

全 

学 

年 

総 合 

①自分の思いをもち進んで自己表現させ    

るための単元構成や場面設定の工夫  



だれに   どんな形態で   何のために（最終ゴール） 
              

② 相手意識や目的意識をもたせた         

 

ペア活動・グループ活動・個人・全体のやり
とりの目的を明確にする 

・絵や創作物を作る・ジェスャー・表情
を駆使する・ペア練習で覚えた英語を
使って問答する・ゲームをしながら表
現に慣れる・チャンツで繰り返す・異文
化に触れ気づきを話す・自分と比べ
る・グループで協力して話し合う・製作
する 

 

 

 

自分の思い
を思わず伝
えたくなる魅
力ある活動
とは？ 

 

 

 

・一人で・ペアで・グループで 
・友達・上級生 

・下級生・先生 

・家族・地域の人 

・他県の人 

・外国人 

 

 

コミュニケーション活動の工夫   



実践例1
（５学年） 

Ｈｏｗ to make pancakes.   

パンケーキおすすめレシピ 
Where is the cake shop? 

        お助けマップに変身 

第１時 材料や道具や調理方法の表現を知る ３ヒントゲームで慣れる 

・ 

リンク教科：家庭科 

だれに？外国人のゲストティーチャーに 

何のために？相手の好みのパンケーキを作っていっしょに会食するために  

場面設定と単元構成の工夫 インタビュータイムで食べ物の好みを尋ねたり，
パンケーキのレシピをグループで話し合い即興的に提案したりする場面 

第２時 自分の好きなパンケーキを考え，友達に紹介する 

                        （味・材料・順序） 

第３時・４時 グループで外国の方へのおすすめパンケーキを考える 

第５時 インタビューしたことを元に，相手の好みのトッピングや生地を 

    選び話し合って紹介する 



【授業後の子ども像】 

相手や場面に応じ
て工夫して表現し，
進んでコミュニ
ケーションを図る
子供 

・相手の思いを受け
た おすすめレシピ
の紹介  （観察） 

 

思考・判断・表現 【授業前の子ども】 

相手の思いを受けて
自分の考えや思いを
表現するのが苦手な
子供            

コミュニケー 

ションの場面設定 

相手や目的を意識した 

・インタビュー 

・話し合い活動         

・自己表現 

インタビュータイム 

グループでの話し合いの場面 

おすすめレシピ紹介の場面 







ガーナの国旗をかたどった 

パンケーキ 



実践例２
（３学年） 

Where is the cake shop? 

        お助けマップに変身 

リンク教科：社会科 

だれに？  外国人のゲストティーチャーに 

何のために？ 相手の国や好みに応じて作り直した町探検の絵地図をプレゼント 

場面設定と単元構成の工夫 社会科の町探検で作った絵地図をもとに相手の行きた
いところを尋ねて道案内をしたり相手の国にあったようなお助けマップに作り直したり
する活動。また相手の国の地図記号を教えてもらいながら交流する。 

第１時     道案内や建物の言い方を知り既成の地図で道案内し合う。 

  第２・３・４時 町探検で調べた建物の言い方を使いながら地図を作る・友達と    

相手の好みを受けて友達と道案内し合う。  

第５時   

道案内し合う。 

  相手の好みを尋ね，目的地へ道案内し合う。 

  相手の国に合った地図記号に置き換え，お助けマップを完成させる。 

  するために 



 







絵地図で説明・贈呈 



その他の実践 教科や行事とリンク 

• ３年 That’s my number数を使って紹介しよう  

• （算数・たしざん「自分の事発表会」を開く） 

• ５年 Where do you want to go?青森県の良さを伝えよう            
（総合・名所を紹介する）  

• ６年 おすすめの秋を紹介しよう（行事） 

• 夏休みの計画を立てよう 

•         (時刻・曜日・日課・部活動・旅行の予定など発表）  

• １・２・３年冬を楽しもう クリスマス・お正月・節分 （行事） 

• 生活科体育できるようになったことの発表・ 

• 昔の遊び，昔の道具紹介（社会）  

• 全学年ハロウィーン異学年交流学習        など 

• 他に国語 劇 2年何を食べてきたの 理科 昆虫･動物  



算数 That’s my  number 



総合的な学習  青森県の良さを伝えよう 



各学年の教科・行事等発達段階に応じた題材と関連づけたことで， 

①教科や行事の特質を活かして思いを伝える方法（実演や調べ学習，
で得た情報，絵やジェスチャーなど）を用いて積極的に自己表現する
姿が見られた。 

②教科の実体験を伴う活動は，子供が目的意識を明確にもって取り
組みやすい。英語を話すことへの抵抗が低くなる。英語を覚えたい・
使いたいという意欲をもって学習する姿が見られた。 
 

 
インフォメーションギャップを取り入れ，新しい情報を再構成して相手
に伝える場面設定を工夫したことで， 

①もっとよく相手を知ろうと質問を考えたり,聞きながら自分のもつ情
報を比較して違いを見いだしたりしようとする姿が見られた。 

（聞き返し・確認・賞賛など） 

②知り得た情報をグループで共有し話し合い，友達同士の意見交換
や相互評価を行うことができ，良さや自分の改善点に気付き，ふりか
えりができた。 

４         成果と課題 

成果 



ゴールを明確にした単元構成を工夫したことで， 

①相手意識や目的意識をもって相手に伝えようと話す，
または相手を理解しようと一生懸命に聞きとろうとする
姿が見られた。 

②相手に喜んでもらえるように活動するので，思いやる
態度の育成や協働作業による達成感につながった。 

各学年の教科や行事など発達段階に応じた題材と関連
付けることに関して， 

①他教科との合科的な取り組みは，いろいろな教科や場
面の開拓の余地がある。時間の確保や年間計画の見直
しを図り，学年に応じた無理のない語彙の選定が必要で
ある。 

②中学校との連携，文字指導をいかに無理なく進めるか，
特に６年生での指導法を吟味し検討していく必要がある。 
 

 

今後の課題 



ペア学習やグループ学習の在り方に関して， 

①グループで行う際に，役割分担をするが、コミュニ
ケーションを得意とする限られた子供に頼りがちになる
傾向がある。 

②慣れさせるための練習や問答など活動に応じた形態
の工夫が必要である。臨機応変に自分の思いを表出で
きる場面設定の工夫や役割分担を指導者は考えて活
動させなければならない。 

ＩＣＴやＡＬＴの活用に関して 

ネイティヴの音声を多くインプットしていきたいが，ＡＬＴ
が常駐でなく他の留学生センターなどに依頼しても，年
に数時間しかふれあうことができない。電子黒板の利
用はしているが，低学年や中学年にあった教材の開発
も必要である。 
 

 

 

 



アンケート項目１ 自分の考えをもって発表したか 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できる 

できるけど恥ずかしい 

自分の考えが浮かばない 

できない、苦手 

 H 25年度 ５年 

  ５年 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できる 

できるけど恥ずかしい 

自分の考えが浮かばない 

できない、苦手 

  H24年度 ５年 

  ５年 



アンケート項目２ 

進んでやりとりできるようになったか 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

だいぶできるようになった 

少しできるようになった 

変わらない・同じ 

できなくなった 

  H25年度 ５年 

  ５年 



終わりに 

◆ 評価方法の吟味 

◆ 指導技術の共同研究 


